
▲�就任挨拶する�
宮本会長

▲�就任挨拶する�
下野会長

▲�就任挨拶する�
大井会長

▲�藤岡議長、4年間�
ご苦労様でした

▲�就任挨拶する�
古城新議長

�▶
新
会
長
と
し
て
挨
拶
す
る

松
田
会
長

花束贈呈「丸田会長、6年間、
ご苦労様でした」

平
成
29
年
度
通
常
総
会
が
、
2
月

3
日（
金
）午
後
1
時
30
分
か
ら
、
呉

羽
ハ
イ
ツ
に
お
い
て
、
役
員
、
支
部

長
ほ
か
176
名
が
参
加
し
て
、
開
催
さ

れ
た
。

丸
田
会
長
は
冒
頭
に
、「
昨
年
度

は
熊
本
地
震
な
ど
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
が
、
災
害
時
に
お
け
る
建
設

業
、
建
築
大
工
の
復
旧
貢
献
が
期
待

さ
れ
て
お
り
、
日
頃
か
ら
防
災
意
識

を
保
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
一
方
、

建
設
、
住
宅
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
住
宅
着
工
数
の
増
加
な
ど
若
干

で
は
あ
る
が
我
々
に
と
っ
て
追
い
風

と
な
っ
て
い
る
が
、
担
い
手
不
足
な

ど
構
造
的
課
題
が
山
積
し
て
お
り
、

組
合
員
協
力
の
も
と
課
題
解
決
に
向

け
た
地
道
な
取
り
組
み
を
引
き
続
き

進
め
て
行
く
必
要
が
あ
る
」
と
挨
拶

を
述
べ
、
次
に
物
故
会
員
へ
の
黙
祷
、

高
瀬
豊
司
議
長
の
選
任
、
資
格
審
査

委
員
の
任
命
と
続
き
、
役
員
改
選
等

の
7
議
案
が
上
程
、
審
議
さ
れ
た
。

第
1
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
経
過
報
告
承
認
の

件第
2
号
議
案

平
成
28
年
度
事
業
収
支
決
算
承
認
の

件
（
監
査
報
告
）

第
3
号
議
案

平
成
29
年
度
入
会
金
・
会
費
承
認
の

件第
4
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認

の
件

第
5
号
議
案

平
成
29
年
度
事
業
収
支
予
算
（
案
）

承
認
の
件

第
6
号
議
案

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
の
件

第
7
号
議
案

顧
問
推
薦
の
件

審
議
の
結
果
、

全
議
案
が
承
認
さ

れ
、
松
田
会
長
の

も
と
、
新
体
制
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。

ま
た
、
丸
田
前
会

長
は
顧
問
に
就
任

し
、
引
き
続
き
本

会
運
営
に
協
力
頂
く
こ
と
と
な
っ
た
。

●
新
役
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）

役

　職

氏

　名

（
支
部
）

会

長
松
田

　
　昇
（
戸

　出
）

副
会
長
津
幡

　正
秋
（
加

　積
）

〃

池
上

　敏
久
（
富

　山
）

〃

中
﨑

　光
男
（
高

　岡
）

〃

木
屋

　英
樹
（
福

　光
）

理

事
五
十
里

　守
（
入

　善
）

〃

國
木

　伸
悦
（
魚

　津
）

〃

根
塚
三
起
生
（
富

　山
）

〃

林

　
　信
宏
（
婦

　中
）

〃

森

　
　久
志
（
氷

　見
）

〃

横
堀

　光
雄
（
射

　水
）

〃

中
田

　修
二
（
福

　岡
）

〃

西
野

　隆
志
（
小
矢
部
）

監

事
炭
田

　健
一
（
黒

　部
）

〃

飯
田

　政
浩
（
水

　橋
）

〃

高
岡

　亮
輔
（
新

　湊
）

〃

吉
川

　
　淳
（
福

　野
）

日　

時　

平
成
29
年
3
月
2
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
２
時
よ
り

会　

場　

富
山
県
建
築
会
館
２
階

　
　
　
　

大
会
議
室

出
席
者　

78
名

議　

案　

役
員
改
選
等
上
程
５
議
案

に
つ
い
て
全
議
案
原
案
通
り
承
認

◆
新
役
員

相
談
役　

藤
岡　

和
嘉
（
氷　

見
）

　

〃　
　

高
田　

成
宏
（
高
岡
東
部
）

　

〃　
　

永
井
加
寿
雄
（
砺　

波
）

議　

長　

古
城　

浩
一
（
富　

山
）

副
議
長　

釈
永
雄
次
郎
（
立　

山
）

　

〃　
　

小
澤　

高
夫
（
婦　

中
）

　

〃　
　

矢
冨　

真
一
（
西
高
岡
）

　

〃　
　

梧
桐　

秀
貴
（
福　

野
）

日　

時　

平
成
29
年
2
月
22
日（
水
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

会　

場　

呉
羽
ハ
イ
ツ
会
議
室

出
席
者　

46
名

議　

案

　役
員
改
選
等
上
程
５
議
案

に
つ
い
て
全
議
案
原
案
通
り
承
認

◆
新
役
員

相
談
役　

島
田
小
夜
子
（
津　

沢
）

会　

長　

宮
本　

敦
子
（
新　

湊
）

副
会
長　

江
島
加
代
子
（
魚　

津
）

　

〃　
　

丹
保　

道
子
（
富　

山
）

　

〃　
　

岩
脇
久
美
子
（
射　

水
）

　

〃　
　

木
下
三
枝
子
（
福　

光
）

日　

時　

平
成
29
年
2
月
10
日（
金
）

　
　
　
　

午
前
10
時
よ
り

会　

場　

呉
羽
ハ
イ
ツ
会
議
室

出
席
者　

70
名

議　

案

　役
員
改
選
等
上
程
５
議
案

に
つ
い
て
全
議
案
原
案
通
り
承
認

◆
新
役
員

相
談
役　

北
島　

繁
男
（
福　

光
）

会　

長　

下
野　

義
明
（
氷　

見
）

副
会
長　

松
下　

時
雄
（
立　

山
）

　

〃　
　

金
田　

勝
紀
（
富　

山
）

　

〃　
　

中
野　

八
郎
（
新　

湊
）

　

〃　
　

高
野　

幸
雄
（
福　

野
）

日　

時　

平
成
29
年
2
月
24
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
4
時
30
分
よ
り

会　

場　

ホ
テ
ル
よ
し
原
会
議
室

出
席
者　

26
名

議　

案

　役
員
改
選
等
上
程
５
議
案

に
つ
い
て
全
議
案
原
案
通
り
承
認

◆
新
役
員

顧　

問　

小
竹　

正
昭
（
西
高
岡
）

相
談
役　

松
田　
　

昇
（
戸　

出
）

　

〃　
　

酒
井　

仁
義
（
婦　

中
）

　

〃　
　

藤
岡　

嘉
章
（
氷　

見
）

会　

長　

大
井
喜
世
男
（
上　

市
）

副
会
長　

高
島　

博
志
（
魚　

津
）

　

〃　
　

梅
清　

喜
一
（
婦　

中
）

　

〃　
　

河
合
日
出
男
（
戸　

出
）

　

〃　
　

山
下　

一
夫
（
城　

端
）

松
田
会
長
就
任
挨
拶

こ
の
度
、
通
常
総
会
に
お
い
て

丸
田
会
長
の
後
を
受
け
て
会
長
に

選
任
さ
れ
、
そ
の
重
責
を
痛
感
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
情
勢

は
、
住
宅
着
工
数
の
増
加
な
ど
上

向
き
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
依
然

と
し
て
先
行
き
の
見
え
な
い
不
透

明
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
当
会
に
あ
っ
て
は
、

継
続
的
な
組
織
拡
大
運
動
に
も
か

か
わ
ら
ず
組
合
員
数
が
漸
減
傾
向

に
あ
り
、
今
後
、
団
塊
世
代
の
現

役
引
退
な
ど
加
速
す
る
も
の
と
危

惧
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、「
組
織
は
人

で
あ
る
」
と
い
う
基
本
に
た
ち
か

え
り
、
組
合
員
の
意
見
も
十
分
拝

聴
し
、
組
織
拡
大
を
は
じ
め
と
す

る
諸
課
題
に
対
し
、
役
員
一
同
謙

虚
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

決
意
し
て
お
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
組
合
員
の
皆

さ
ま
の
一
層
の
ご
協
力
、
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し

上
げ
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

― 任期満了に伴い、松田氏が新会長として選任 ―

平成29年度 通常総会開催

平成29年度 専 門 委 員 会
会長　松田　昇（高岡地区・戸出）

財政委員会 労務対策委員会 広報委員会 教育指導委員会

富
山
地
区

池
上

　敏
久

（
富
山
）

高
岡
地
区

中
﨑

　光
男

（
高
岡
）

新
川
地
区

津
幡

　正
秋

（
加
積
）

両
砺
波
地
区

木
屋

　英
樹

（
福
光
）

委
員
長（
副
会
長
）

財務 総務・組織 税金 賃金・労働 情報 制度 住宅 技能 部
会
長（
理
事
）

両
砺
波

西
野

　隆
志

（
小
矢
部
）

富
山

林

　
　信
宏

（
婦
中
）

高
岡

森

　
　久
志

（
氷
見
）

新
川

國
木

　伸
悦

（
魚
津
）

両
砺
波

中
田

　修
二

（
福
岡
）

高
岡

横
堀

　光
雄

（
射
水
）

新
川

五
十
里

　守

（
入
善
）

富
山

根
塚
三
起
生

（
富
山
）

新
川

松
田

　健
治

（
立
山
）

新
川

笹
野

　辰
雄

（
上
市
）

新
川

舟
川

　正
範

（
黒
部
）

新
川

江
島

　昌
和

（
魚
津
）

新
川

山
本

　信
明

（
加
積
）

新
川

霜
越

　光
雄

（
朝
日
）

富
山

本
郷

　龍
二

（
四
方
）

新
川

嶋
田

　俊
之

（
入
善
）

部　
　

会　
　

員　
　
（
支
部
長・建
青
協
）

富
山

境

　
　吉
幸

（
八
尾
）

富
山

宮
永

　吉
隆

（
岩
瀬
）

富
山

中
島

　一男

（
大
沢
野
）

富
山

大
田

　忠
繁

（
大
山
）

富
山

笹
木

　健
三

（
三
郷
）

富
山

五
十
嵐
呈
次

（
八
幡
）

高
岡

中
村

　康
雄

（
般
若
野
）

富
山

飯
田

　政
浩

（
水
橋
）

高
岡

箱
江

　良一

（
高
岡
）

富
山

田
口

　
　樹

（
富
南
）

富
山

野
城

　克
信

（
呉
羽
）

高
岡

吉
川

　恒
明

（
氷
見
十
三
）

富
山

飯
村

　達
志

（
細
入
）

富
山

谷
川

　雅
夫

（
山
田
）

高
岡

島

　
　孝
吉

（
戸
出
）

高
岡

中
井
健一郎

（
伏
木
）

両
砺
波

高
熊

　
　茂

（
井
波
）

高
岡

宮
本

　
　忠

（
射
水
）

高
岡

澤
田

　忠
幸

（
氷
見
）

高
岡

高
田

　吉
秋

（
中
田
）

高
岡

伊
藤

　正
樹

（
太
田
）

高
岡

加
藤

　勝
久

（
射
水
）

両
砺
波

坂
本

　俊
春

（
城
端
）

両
砺
波

山
本

　憲
三

（
庄
東
）

両
砺
波

寺

　
　輝
雄

（
砺
波
）

高
岡

浅
井

　雅
文

（
高
岡
東
部
）

両
砺
波

小
松

　仁
司

（
津
沢
）

両
砺
波

山
元

　勇
二

（
小
矢
部
）

高
岡

四
日

　光
則

（
西
高
岡
）

両
砺
波

松
山

　栄
作

（
福
岡
）

両
砺
波

木
下

　清
博

（
福
野
）

両
砺
波

池
田
美
津
雄

（
福
光
）

建
青
協

古
城

　浩
一

（
富
山
）

建
青
協

矢
冨

　真
一

（
西
高
岡
）

建
青
協

釈
永
雄
次
郎

（
立
山
）

建
青
協

梧
桐

　秀
貴

（
福
野
）

各
部
会
の
総
会
報
告

青
年
部
協
議
会

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会

シ
ニ
ア
の
会

と
や
ま
古
民
家

伝
統
情
報
バ
ン
ク

会長　松田　昇

※�

今
年
度
よ
り
副
会
長
が
地
協
会
長
を
兼
任
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�▲永明院五重塔（氷見市・H14竣工）�▲正覚寺（石川県穴水町・H23竣工）

�▲弟子の指導に�
あたる白井棟梁

�▼所狭しと積
まれた多数
の組物

�▲師匠の名が記された、大正年間
の古い図面。数が多いため、専
用の保管庫も建てた

３
校
の
修
了
式
を
挙
行
～
更
な
る
飛
躍
に
期
待
を
こ
め
て
～

Ｑ　

ど
ん
な
修
業
時
代

だ
っ
た
か
？

Ａ　

自
分
が
弟
子
だ
っ

た
頃
は
、
ま
ず
掃
除
と

飯
炊
き
が
で
き
な
い
と

次
の
段
階
に
進
め
な

か
っ
た
。
掃
除
が
き
れ
い
に
で
き
な

け
れ
ば
、
大
工
と
し
て
の
仕
事
も
き

れ
い
に
で
き
な
い
と
い
う
教
え
だ
が
、

私
の
所
へ
入
門
す
る
弟
子
達
に
も
ま

ず
掃
除
か
ら
さ
せ
て
い
る
。
入
門
し

て
13
年
間
、
東
城
師
匠
の
元
で
宮
大

工
と
し
て
の
「
技
」
だ
け
で
な
く
、

考
え
方
や
人
格
・
品
格
な
ど
の

「
心
」
に
つ
い
て
も
学
ん
だ
。

Ｑ　

独
立
し
て
か
ら
一
番
印
象
に

残
っ
て
い
る
仕
事
は
？

Ａ　

氷
見
の
永
明
院
五
重
塔
。
民
間

で
新
し
い
土
地
に
新
し
く
建
て
る
と

い
う
こ
と
で
、
日
本
初
の
大
臣
許
可

取
得
木
造
建
築
物
と
な
っ
た
。

Ｑ　

五
重
塔
建
立
の
経
緯
は
？

Ａ　

も
と
も
と
は
飲
み
の
席
で
の
弟

子
の
一
言
が
き
っ
か
け
。「
宮
大
工

を
堂ど

う

塔と
う

大
工
と
言
う
が
、
塔
を
建
て

ず
し
て
堂
塔
大
工
と
言
え
る
の
か
」

と
。
そ
こ
で
い
つ
の
日
か
建
て
る
こ

と
を
夢
見
て
、
資
料
集
め
と
見
学
か

ら
準
備
を
始
め
た
。
翌
年
、
法
隆
寺

の
棟
梁
を
務
め
『
最
後
の
宮
大
工
』

と
呼
ば
れ
た
故
西
岡
常
一
氏
を
訪
ね

て
教
え
を
請
い
、
年
に
1
度
の
研
修

旅
行
で
は
各
地
の
五
重
塔
を
見
学
、

材
料
と
な
る
檜
も
1
本
、
ま
た
1
本

と
買
い
集
め
た
。
準
備
を
始
め
て
5

年
、
氷
見
で
と
あ
る
宮
の
建
設
に
携

わ
っ
て
い
た
時
の
こ
と
、
地
元
漁
師

の
網
元
か
ら
「
氷
見
の
活
性
化
と
長

男
供
養
の
た
め
三
重
塔
を
建
て
た

い
」
と
相
談
が
あ
り
、
5
年
間
準
備

し
て
き
た
五
重
塔
の
構
想
に
つ
い
て

語
っ
た
と
こ
ろ
、
建
立
へ
と
話
が
ま

と
ま
っ
た
。

Ｑ　

五
重
塔
建
立
で
一
番
苦
労
し
た

の
は
？

Ａ　

建
設
大
臣
の
許
可
取
得
。
こ
の

塔
は
22
ｍ
の
純
木
造
建
築
だ
が
、
建

築
基
準
法
に
よ
り
13
ｍ
以
上
の
新
規

の
建
築
は
認
め
ら
れ
な
い
た
め
大
臣

許
可
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
、
東

県
連
傘
下
の
訓
練
校
3
校
に
お
い

て
修
了
式
が
行
わ
れ
、
富
山
訓
練
校

2
名
、
魚
津
訓
練
校
2
名
、
高
岡
訓

練
校
4
名
の
生
徒
が
規
程
課
程
を
修

了
し
た
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
情
勢
の
中
で
の

巣
立
ち
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｑ　

大
工
を
志
し
た
の
は
い
つ
？

Ａ　

現
在
の
夢
の
平
ス
キ
ー
場
近
く

（
砺
波
市
五
谷
）
で
生
ま
れ
、
木こ

挽び
き

職
人
（
山
で
立
木
を
見
て
ど
こ
に
使

う
か
判
断
し
な
が
ら
、
木
を
切
り
倒

し
挽
き
割
る
仕
事
）
で
あ
る
父
の
も

と
、
木
の
香
り
の
中
で
育
っ
た
。
木

の
匂
い
は
父
の
匂
い
で
あ
り
、
幼
い

時
か
ら
木
に
親
し
み
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
信
仰
心
が
厚
い
土
地
柄
の
た
め

自
分
も
幼
い
頃
か
ら
井
波
瑞
泉
寺
に

出
入
り
し
て
お
り
、
中
学
の
頃
、
瑞

泉
寺
を
建
て
た
棟
梁
の
話
を
父
か
ら

聞
い
て
、
自
分
も
瑞
泉
寺
の
太
子
堂

を
建
て
る
よ
う
な
宮
大
工
に
な
り
た

い
と
、
中
学
卒
業
後
の
昭
和
33
年
3

月
、
井
波
拝
領
地
大
工
の
流
れ
を
く

む
「
大
工
屋
五
代
目
東
城
清
八
」
師

匠
に
弟
子
入
り
し
た
。

京
大
学
坂
本
功
教
授
を
筆

頭
に
各
教
授
陣
で
結
成
さ
れ

た
構
造
評
定
委
員
会
で
、

私
が
描
い
た
図
面
の
構
造
計

算
が
行
わ
れ
た
。
何
度
も
図

面
を
描
き
、
議
論
を
重
ね
な

が
ら
、
許
可
の
た
め
に
妥
協

し
た
部
分
も
。
宮
大
工
ゆ
え

木
へ
の
こ
だ
わ
り
も
あ
り
、

安
易
な
金
物
補
強
で
済
ま
せ
た
く
な

か
っ
た
が
、
現
在
の
法
律
で
は
許
さ

れ
ず
、
泣
く
泣
く
受
け
入
れ
た
。

そ
う
し
て
構
想
か
ら
13
年
、
落
慶

法
要
を
迎
え
た
。

Ｑ　

後
進
の
育
成
に
も
大
変
力
を
注

い
で
お
ら
れ
る
が
、
修
行
中
の
弟
子

に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
は
？

Ａ　

修
業
中
は
辛
い
日
が
続
く
。
い

く
ら
一
生
懸
命
に
修
業
し
て
も
、
私

も
含
め
3
年
目
が
一
番
辛
い
時
。
中

途
半
端
で
も
少
し
は
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
が
、
親
方
は
認
め
て
く

れ
ず
、
遊
ぶ
こ
と
は
覚
え
、
給
料
は

上
が
ら
な
い
。
不
満
の
た
ま
る
時
だ
。

そ
れ
で
も
ど
う
に
か
5
年
間
勤
め
る

と
、
仕
事
は
面
白
く
な
る
。
検
定
試

験
を
受
け
さ
せ
た
り
、
競
技
大
会
に

出
場
さ
せ
た
り
、
責
任
あ
る
仕
事
を

任
せ
る
の
も
大
事
。
そ
う
し
て
親
方

で
あ
る
私
が
一
人
前
だ
と
認
め
、
棟

梁
を
務
め
上
げ
た
暁
に
は
、
白
井
大

工
の
社
紋
入
り
の
羽
織
袴
を
お
祝
い

と
し
て
贈
っ
て
い
る
。

Ｑ　

宮
大
工
棟
梁
と
し
て
の
こ
だ
わ

り
や
弟
子
に
伝
え
た
い
こ
と
は
？

Ａ　
「
大
工
」
と
い
う
言
葉
に
こ
だ

わ
り
が
あ
り
、
社
名
も
「
白
井
大

工
」
と
名
付
け
た
ほ
ど
。
先
人
の
言

葉
に
、「
大
工
と
は
工
人
の
長
で
あ

り
、
絵
を
描
く
『
企
画
』、
図
を
引

く
『
設
計
』、
刻
み
込
む
『
施
工
』、

建
て
上
げ
る
『
統
率
』
の
全
て
が
で

き
て
こ
そ
大
工
で
あ
り
棟
梁
だ
」
と

あ
る
。
師
匠
や
兄
弟
子
か
ら
は
「
た

か
が
大
工
、
さ
れ
ど
大
工
」
と
聞
か

さ
れ
、
私
は
こ
の
言
葉
を
励
み
に
大

工
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
今
度
は

自
分
が
先
人
達
や
師
匠
か
ら
受
け
継

い
だ
技
と
心
を
、
こ
の
言
葉
と
と
も

に
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ

たかが大工、されど大工
受け継いだ技と心を次の世代へ
両砺波地協　庄東支部
白井  宏さん（74歳）

お 知 ら せ
建
築
高
等
職
業
訓
練
校

ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
貴
重
な
古
い
図
面
を
多
数

保
管
し
て
い
る
。
中
に
は
、
処
分
さ

れ
そ
う
に
な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
を
預

か
り
、
き
れ
い
に
表
装
し
た
も
の
も

あ
る
。
こ
れ
ら
図
面
の
数
々
は
ま
さ

に
先
人
の
技
と
心
の
結
晶
。
正
し
く

後
世
に
残
し
、
次
の
世
代
に
受
け
継

い
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
。

訓
練
校
で
学
ん
だ
伝
統
技
術
に
誇
り

を
も
ち
、
さ
ら
に
磨
き
を
か
け
て
活

躍
す
る
こ
と
を
祈
る
。

◆
修
了
生

富
山
訓
練
校

森　

勝
嘉
君
・
中
川
勝
紀
君

魚
津
訓
練
校

長
田
涼
平
君
・
中
山
智
喜
君

高
岡
訓
練
校

林　

宏
昌
君
・
田
村
航
平
君

平
田
成
幸
君
・
高
田
剛
志
君

「木造建築物の組立て等 
作業主任者技能講習」のご案内

本年も上記講習を実施いたします。この講習は、厚生
労働省の助成対象講習です。ぜひ該当者が受講されます
ようにご配意をお願い申し上げます。

平成 29 年計画としては、今回のみの開催となります。

◆開催日時� 6月8日（木）～9日（金）9時～17時15分
◆開催場所� 富山県建築会館2階　大会議室
◆定　　員� 100名（定員に達し次第締め切ります）
◆受講料及びテキスト代
　・�受講料　�1人当たり12,000円�

（受講一部免除は、1人当たり8，000円）
　・テキスト代　1,600円
◆申込・問合せ先
　一般社団法人　富山県建築組合連合会

（℡076‐428‐8255）
※申込は、持参または郵送でお願いします。
◆申込日時� 5月11日（木）～12日（金）9時～16時
※詳細は、HPをご覧ください。申込書もダウンロードできます。

第25回県連ゴルフコンペ開催のご案内
ゴルフコンペを下記の日程で開催いたします。多数のご

参加をお待ちしております。

◆開催日時� 平成29年6月23日（金）
� 午前8時40分スタート（アウト・イン同時スタート）
◆開催場所� 太閤山カントリークラブ
� （射水市平野1番地��TEL0766-56-1200��FAX0766-56-8201）
◆参加資格� 県連の組合員
◆会　　費� 1人2,000円（当日受付にて徴収）
◆プレー代� 1人10,840円（お食事券付き）
（各自負担にて各 カ々ントリークラブ
へ支払う）
◆申込締切� 6月2日（金）
◆詳細は別途ご案内致します。

高
岡
訓
練
校（
3
月
23
日
㈭
）

魚
津
訓
練
校（
3
月
15
日
㈬
）

富
山
訓
練
校（
3
月
10
日
㈮
）

平成29年（2017年）４月19日	 富山県建築組合連合会だより匠	 第190号　　(2)

ホームページアドレス　http://www.kenchiku-toyama.com ／ Eメールアドレス　kenchiku-toyama@syd.odn.ne.jp



●
物
故
会
員
名

（
平
成
29
年
1
月
1
日
～
4
月
5
日
）

支　

部

氏　

名

年
齢

新

湊

加
藤　

宗
三

83
歳

福

光

市
川　
　

明

74
歳

新

湊

荒
木　

武
和

47
歳

朝

日

岩
村　

常
夫

68
歳

以
上
4
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

�▲事務員の木田さん

▲来賓挨拶
　松田県連会長

▲開会挨拶
　今井理事長

▲副議長
　炭田健一氏

▲議長
　神保孝三氏

高岡地協　中田支部
高桑 茂和

富山地協　富山支部
丹保 道子

私
が
地
協
の
青
年
部
に
顔
を
出
す

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
地
元
・
中
田

支
部
の
青
年
部
副
部
長
に
な
っ
た
、

今
か
ら
10
年
く
ら
い
前
か
ら
で
す
。

地
元
支
部
以
外
に
も
こ
ん
な
集
ま
り

が
あ
っ
た
の
か
と
、
た
く
さ
ん
の
職

人
の
数
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
頃
の
私
は
人
見
知
り
が
ひ

ど
く
、
誰
と
も
話
せ
ず
に
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
私
が
中
田
支
部
の
青
年
部

長
と
な
り
、
高
岡
地
協
の
活
動
運
営

に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
一
昨

年
前
の
こ
と
。
少
し
ず
つ
役
員
や
他

の
支
部
長
の
方
と
話
せ
る
よ
う
に
な

●
定
期
総
会
の
報
告

春
の
兆
し
に
心
も
躍
る
明
る
い
季

節
と
な
り
ま
し
た
。

2
月
22
日
、
呉
羽
ハ
イ
ツ
に
て
レ

デ
ィ
ー
ス
部 

第
18
回
定
期
総
会
が

開
催
さ
れ
、
組
合
員
・
来
賓
含
め
約

50
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
各
議
案
は

全
て
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

建
築
組
合
は

た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
場

り
、
話
し
て
み
る
と
面
白
い
方
が
多

く
、
ま
た
い
ろ
ん
な
考
え
の
方
も
い

て
、
自
分
に
と
っ
て
と
て
も
良
い
刺

激
に
な
る
と
と
も
に
、
同
じ
悩
み
を

も
つ
方
が
お
ら
れ
る
こ
と
に
も
気
が

付
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
青
年
部
員

の
減
少
に
よ
り
活
動
が
困
難
で
あ
る

こ
と
、
予
算
が
少
な
い
た
め
個
人
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
今
は
な
ん
と
か
や
り
く
り
し
て

い
ま
す
が
、
数
年
後
に
は
壊
滅
的
な

状
況
に
な
る
支
部
が
多
い
よ
う
で
す
。

私
は
、
今
年
度
か
ら
高
岡
地
協
青

年
部
の
地
区
委
員
長
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
選
任
し
て
い
た
だ

い
た
と
き
は
不
安
で
し
た
が
、
建
青

協
の
役
員
の
方
々
は
じ
め
、
た
く
さ

ん
の
方
の
協
力
や
支
え
を
感
じ
、
自

信
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

建
築
組
合
と
は
、
建
設
国
保
と
い

う
あ
り
が
た
い
保
険
制
度
の
利
用
だ

け
が
意
義
だ
と
思
っ
て
い
る
方
、
そ

れ
は
違
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
出
会

い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
出
会

い
が
、
建
設
国
保
以
上
の
支
え
と
な

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
活
動
に
あ

ま
り
参
加
さ
れ
て
い
な
い
青
年
部
員

の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

や
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
一
度
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
良
い

出
会
い
が
待
っ
て
い
ま
す
。

●
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

自
己
責
任
に
よ
る
手
当
・
治
療

第
一
三
共
ヘ
ル
ス
ケ
ア
㈱
様
を
迎

え
、「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

私
が
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
地
球

上
で
一
番
多
く
の
人
（
9
５
0
0
万

人
と
も
言
わ
れ
る
）
が
か
か
っ
た
病

気
が
な
ん
と
歯
周
病
だ
と
い
う
こ

と
！
（
２
0
0
1
年
発
表
に
よ
る
）

歯
周
病
を
治
療
す
る
こ
と
で
、
ア
ル

ツ
ハ
イ
マ
ー
や
糖
尿
病
な
ど
の
症
状

が
軽
減
・
改
善
さ
れ
た
と
報
告
も
。

ヘ
ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
の
方
は
特
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
！

こ
の
病
気
の
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
、
年
1
回
の
定
期
健
診
と

当
組
合
事
務
所
は
、
弘
化
2
年
に

大
工
・
高
瀬
竹
次
郎
氏
が
聖
徳
太
子

の
御
尊
像
を
謹
作
し
光
山
寺
堂
内
に

安
置
し
て
以
来
、
毎
年
1
月
と
8
月

の
2
回
、
御お

講こ
う

を
厳ご

ん

修し
ゅ

し
て
太
子
様

の
御
恩
謝
徳
を
願
う
と
と
も
に
、
物

故
組
合
員
の
追
善
供
養
を
営
む
伝
統

が
今
日
ま
で
厳
守
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
年
、
初
代
組
合
長
で
あ
る

矢
野
恒
治
郎
が
新
湊
大
工
業
組
合
を

設
立
、
そ
の
後
昭
和
37
年
に
新
湊
地

域
建
築
組
合
に
名
称
変
更
し
ま
し
た
。

現
在
は
建
築
組
合
の
業
務
の
他
、

労
働
保
険
や
住
宅
相
談
所
の
業
務
を

事
務
員
一
人
が
慌
た
だ
し
く
兼
務
し

て
お
り
ま
す
。

最
近
で
は
新
湊
の
知
名
度
が
上

が
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
恋
人
の

聖
地
・
海
王
丸
パ
ー
ク
、
映
画
の
撮

影
地
と
な
っ
た
内
川
（
東
洋
の
ベ
ニ

ス
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
）、
そ
し

て
圧
巻
の
新
湊
曳
山
祭
り
。
寺
院
、

神
社
、
地
蔵
堂
が
驚
く
ほ
ど
多
い
の

も
特
徴
で
す
。
一
度
足
を
運
ば
れ
て

事
務
所
を
持
つ
支
部
の
成
立
ち
や
エ
ピ

ソ
ー
ド
、事
務
員
の
方
の
思
い
な
ど
を
、投

稿
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

事
務
所
紹
介
⑩

（
不
定
期
掲
載
）

新
湊
地
域
建
築
組
合

富山県建設国保組合の加入資格
●一人親方、4人以下の個人事業所の事業主

及び従業員
・県建築組合連合会会員で、県内に住所を
有し、建設業に従事していること

　なお、法人を設立する場合や、個人事業所
で従業員が5人以上となる場合は、事前に
組合へ連絡し、国保に継続して加入するた
めの、所定の手続きをしなければなりません。
　手続きをされない場合は、加入資格喪失とな
りますので、速やかに手続きをお願いします。

●法人事業所の事業主及び従業員、5人以上
の個人事業所の従業員
・厚生年金に加入しており、健保適用除外承
認を受けていること

・県建築組合連合会会員で、県内に住所を
有し、建設業に従事していること

半
年
に
一
回
歯
科
医
院
で
の
歯
の
掃

除
で
す
。

●
い
つ
い
つ
ま
で
も
お
元
気
で

50
年
間
県
連
に
勤
務
さ
れ
2
月
末

日
で
定
年
を
迎
え
た
松
田
美
和
子
さ

ん
に
、
レ
デ
ィ
ー
ス
部
か
ら
さ
さ
や

か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
ま
し

た
。
松
田
さ
ん
に
は
こ
れ
ま
で
大
変

お
世
話
に
な
り
、
感
謝
の
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
楽
し
い
思
い
出
を

詰
め
込
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
カ
バ

ン
と
マ
フ
ラ
ー
を
贈
り
ま
し
た
。
突

然
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
松
田
さ
ん
は
驚

か
れ
ま
し
た
が
、
皆
か
ら
の
温
か
い

心
遣
い
に
大
変
感
謝
さ
れ
、
涙
涙
の

お
別
れ
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
29
年
度
事
業
計
画
・
予
算
決
定

3
月
17
日（
金
）午
後
2
時
よ
り
、

富
山
県
建
築
会
館
2
階
大
会
議
室
に

お
い
て
、
平
成
29
年
度
通
常
組
合
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
井
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
来

賓
と
し
て
、（
一
社
）
富
山
県
建
築

組
合
連
合
会
会
長
、
松
田
昇
氏
の
祝

辞
が
あ
り
、
神
保
孝
三
議
長
、
炭
田

健
一
副
議
長
に
よ
り
、
議
事
録
署
名

通
常
組
合
会
開
催

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

組
合
員
の
皆
様
に
は
多
忙
の
中
、

組
合
運
営
に
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い

た
だ
き
、
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

先
人
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
礎
を
守
り
、

お
互
い
に
支
え
合
っ
て
一
丸
と
な
り
、

組
合
運
営
の
向
上
と
活
性
化
に
邁
進

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
田　

良
子

地域名 受診
対象者 受診者

28年
受診率

富 山 496 273 55.0
三 郷 21 7 33.3
富 南 48 34 70.8
八 幡 33 17 51.5
岩 瀬 45 23 51.1
四 方 36 21 58.3
水 橋 99 35 35.4
細 入 14 11 78.6
婦 中 130 74 56.9
呉 羽 122 79 64.8
大 山 36 19 52.8
大 沢 野 103 75 72.8
八 尾 140 96 68.6
山 田 17 14 82.4
朝 日 177 95 53.7
入 善 224 128 57.1
魚 津 358 198 55.3
立 山 110 45 40.9
加 積 154 84 54.5
上 市 89 38 42.7
黒 部 235 146 62.1
高 岡 198 112 56.6
戸 出 91 64 70.3
高岡東部 77 48 62.3
西 高 岡 103 52 50.5
伏 木 40 26 65.0
太 田 36 20 55.6
中 田 55 40 72.7
般 若 野 37 22 59.5
氷 見 247 143 57.9
小 矢 部 98 53 54.1
氷見十三 50 32 64.0
福 岡 64 38 59.4
新 湊 318 189 59.4
射 水 243 129 53.1
砺 波 136 87 64.0
庄 東 66 48 72.7
井 波 57 29 50.9
福 光 93 50 53.8
福 野 46 41 89.1
津 沢 61 42 68.9
城 端 72 53 73.6
計 4,875 2,830 58.1%

平成 28 年度
特定健診受診率

人
に
本
田
晶
也
氏
（
魚
津
支
部
）、

土
屋
克
志
氏
（
新
湊
支
部
）
の
両
氏

を
選
任
し
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
事
は
、
第
1
号
議
案
か
ら
第
7

号
議
案
ま
で
2
年
に
一
度
の
役
員
改

選
を
含
む
全
議
案
が
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

議
案
第
1
号

平
成
29
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

保
険
組
合
事
業
計
画
の
件

議
案
第
2
号

平
成
29
年
度
富
山
県
建
設
国
民
健
康

保
険
組
合
歳
入
歳
出
予
算
の
件

議
案
第
3
号

平
成
29
年
度
法
令
遵
守
（
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
）
実
践
計
画
の
件

議
案
第
4
号

平
成
29
年
度
借
入
金
の
件

議
案
第
5
号

平
成
29
年
度
保
険
料
の
件

議
案
第
6
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
役

員
選
任
の
件

議
案
第
7
号

富
山
県
建
設
国
民
健
康
保
険
組
合
顧

問
委
嘱
の
件

●
新
た
に
選
任
さ
れ
た
組
合
役
員

役
職
名

氏

　名

（
支
部
名
）

理
事
長

丸
田

　和
重
（
黒

　部
）

副
理
事
長

田
知
本

　亮
（
富

　山
）

〃

髙
見

　雅
志
（
井

　波
）

常
務
理
事

山
本

　光
雄
（
高

　岡
）

理

　
　事

浅
地

　義
則
（
富

　山
）

〃

永
井

　
　豊
（
婦

　中
）

〃

尾
畑

　敬
三
（
呉

　羽
）

〃

宮
﨑

　賢
治
（
大

　山
）

〃

霜
越

　光
雄
（
朝

　日
）

〃

五
十
里

　守
（
入

　善
）

〃

江
島

　昌
和
（
魚

　津
）

〃

吉
川

　孝
弘
（
立

　山
）

〃

中
村

　康
雄
（
般
若
野
）

〃

北

　
　孝
志
（
氷

　見
）

〃

宮
本

　
　忠
（
新

　湊
）

〃

松
原

　恭
二
（
射

　水
）

〃

櫻
井

　晴
男
（
小
矢
部
）

〃

村
澤

　俊
成
（
砺

　波
）

代
表
監
事

高
岡

　亮
輔
（
新

　湊
）

監

　
　事

飯
田

　政
浩
（
水

　橋
）

〃

炭
田

　健
一
（
黒

　部
）

〃

𠮷
川

　
　淳
（
福

　野
）

所属する事業所 就労
形態

労働保険 社会保険 「下請けガイドライン」
における

「適切な保険の範囲」
事業所
の形態

常用労働
者の数 雇用保険 医療保険

（いずれか加入）
年金
保険

法人

1人～ 常用
労働者

雇用保険
※2

・協会けんぽ
・健康保険組合
・適用除外承認を受けた国保組合（建設国保等）※1

厚生
年金 ⇒

３保険（雇用、医療、
厚生年金）

－ 役員等 －
・協会けんぽ
・健康保険組合
・適用除外承認を受けた国保組合（建設国保等）※1

厚生
年金 ⇒ 医療、厚生年金

個人
事業主

5人～ 常用
労働者

雇用保険
※2

・協会けんぽ
・健康保険組合
・適用除外承認を受けた国保組合（建設国保等）※1

厚生
年金 ⇒

３保険（雇用、医療、
厚生年金）

1人～
4人

常用
労働者

雇用保険
※2
・国民健康保険
・国民健康保険組合（建設国保等）

国民
年金 ⇒

雇用保険（医療保険
と年金保険は個人で
加入）

－ 事業主
一人親方 － ・国民健康保険

・国民健康保険組合（建設国保等）
国民
年金 ⇒

医療保険と年金保険
は個人で加入（一人
親方は請負としての
働き方をしている場
合に限る）

国交省・社会保険の加入に関する下請け指導ガイドラインにおける「適切な保険」一覧表
■事業主に従業員を加入させる義務があるもの

※1年金事務所で、協会けんぽの適用除外を受けて、国保組合に加入
※2週所定労働時間が20時間以上等の要件に該当する場合は常用であるか否かを問わない

国
保
組
合
は
、
組
合
が
定
め
る
規

則
に
該
当
す
る
者
だ
け
が
加
入
で
き

る
健
康
保
険
制
度
で
す
。
新
規
加
入

時
の
資
格
確
認
時
、
加
入
後
の
定
期

的
な
資
格
確
認
時
と
も
に
確
認
を
徹

底
し
、
被
保
険
者
資
格
の
適
正
化
を

図
り
ま
す
。

組
合
員
資
格
の
適
正
化

国
交
省
が
策
定
し

た
、
社
会
保
険
の
加

入
に
関
す
る
下
請
け

指
導
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
は
、「
適
切
な
保
険

に
加
入
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
な
い
作
業
員
に
つ
い

て
は
、
元
請
け
企
業
は
特
段
の
理
由

が
な
い
限
り
現
場
入
場
を
認
め
な
い

と
の
取
扱
い
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と

明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
「
適
切
な
保
険
」
の
解
釈
で
、

現
場
担
当
者
の
誤
っ
た
認
識
に
よ
り

現
場
入
場
を
拒
否
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
正
し
い
理
解
を

お
願
い
し
ま
す
。

適
用
除
外
承
認
を
受
け
て
加
入
し

て
い
る
建
設
国
保
は
「
適
切
な
保

険
」
で
す
！
現
場
入
場
に
あ
た
り
、

あ
ら
た
め
て
協
会
け
ん
ぽ
に
入
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
！

社
会
保
険
（
雇
用
、
医
療
、
厚
生

年
金
）
は
事
業
所
規
模
や
就
労
形
態

（
雇
用
又
は
請
負
）
に
よ
っ
て
入
る

べ
き
保
険
が
異
な
り
ま
す
。

「
適
切
な
保
険
」の

加
入
に
、正
し
い

理
解
を
お
願
い
し
ま
す
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�▶
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
跳
ね
除
け
、今
年

も
優
勝
の
栄
冠
に
輝
い
た
戸
出
A
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー

�▲津幡広報委員長より表彰状の授与

県連事務局から
お知らせ

新川地協　上市支部
堀内　宏

「
こ
れ
で
も
う
間
違
い
な
い
」

日
本
出
身
横
綱
誕
生
を
確
信
し
た

か
の
よ
う
な
熱
狂
が
両
国
国
技
館
を

包
ん
だ
。

1
月
22
日
、
大
相
撲
初
場
所
千

秋
楽
。
大
関
・
稀
勢
の
里
が
宿
敵
の

横
綱
・
白
鵬
を
下
す
と
、
フ
ァ
ン
は

稀
勢
コ
ー
ル
で
祝
福
し
、
土
俵
上
の

大
関
に
は
「
お
め
で
と
う
」
と
と
も

に
「
絶
対
に
横
綱
に
な
っ
て
く
れ
」

と
の
声
が
降
り
注
い
だ
。
立
合
い
は

押
し
込
ま
れ
た
も
の
の
、
土
俵
際
で

粘
っ
て
勝
利
、
場
内
か
ら
は
地
鳴
り

の
よ
う
な
歓
声
が
起
き
上
が
っ
た
。

執
念
の
一
番
を
終
え
、
両
親
と
と
も

に
大
き
く
手
を
叩
き
喜
ぶ
大
関
の
姿

は
、
テ
レ
ビ
の
前
で
観
戦
し
て
い
た

多
く
の
人
が
横
綱
に
ふ
さ
わ
し
い
と

感
じ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
幾

度
と
な
く
賜
杯
を
追
い
な
が
ら
、
白

鵬
ら
に
阻
ま
れ
て
き
た
。
い
つ
の
間

に
か
『
大
一
番
に
弱
い
』
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
つ
き
、
今
度
こ
そ
は
と
周

囲
を
期
待
さ
せ
て
は
応
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
自
ら
『
持
っ
て
い
な
い

男
』
と
苦
笑
い
す
る
大
関
だ
が
、
今

場
所
ば
か
り
は
運
を
味
方
に
付
け
た

と
思
う
。
日
馬
富
士
と
鶴
竜
の
両
横

綱
に
続
き
、
大
関
・
豪
栄
道
が
休
場
、

そ
し
て
重
圧
の
か
か
る
13
日
目
が
不

戦
勝
と
珍
し
い
事
態
も
起
こ
り
、
さ

ら
に
14
日
目
は
1
敗
差
の
白
鵬
が
貴

ノ
岩
に
敗
れ
た
こ
と
で
初
優
勝
が
決

定
し
た
。
あ
と
一
歩
、
あ
と
一
勝
が

遠
か
っ
た
稀
勢
の
里
が
無
心
で
闘
い
、

努
力
を
し
て
い
れ
ば
こ
う
い
う
こ
と

も
あ
る
ん
だ
と
初
夢
を
叶
え
た
。

第
72
代
横
綱
昇
進
が
1
月
25
日
に

正
式
決
定
し
、
27
日
に
は
明
治
神
宮

で
新
横
綱
の
推
挙
式
と
奉
納
土
俵
入

り
が
行
わ
れ
、
公
の
場
で
初
め
て
雲

竜
型
が
披
露
さ
れ
た
。
日
本
出
身
の

横
綱
は
第
65
代
横
綱
・
貴
乃
花
の
引

退
に
よ
り
２
0
0
3
年
初
場
所
を
最

後
に
番
付
か
ら
途
絶
え
て
い
た
が
、

14
年
振
り
の
復
活
と
な
る
。
新
横
綱

の
誕
生
は
14
年
春
場
所
後
の
鶴
竜
以

来
3
年
ぶ
り
、
春
場
所
は
17
年
ぶ
り

に
4
人
の
横
綱
が
お
目
見
え
と
な
る
。

そ
の
他
の
注
目
と
い
え
ば
、
関

脇
・
琴
奨
菊
の
大
関
復
帰
や
、
玉

鷲
・
高
安
ら
の
大
関
取
り
、
お
隣
石

川
県
出
身
の
遠
藤
や
輝
と
い
っ
た
人

気
力
士
の
ほ
か
、
石
浦
や
宇
良
な
ど

素
晴
ら
し
い
技
が
持
ち
味
の
小
兵
力

士
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
だ
。
ま
た

石
橋
改
め
朝
乃
山
は
十
両
昇
進
が
決

ま
り
、
元
関
脇
・
琴
ヶ
梅
以
来
実
に

20
年
ぶ
り
の
富
山
県
出
身
関
取
誕
生

と
な
り
、
相
撲
フ
ァ
ン
に
と
っ
て
は

実
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
。
三
段
目
の

●今回のお父さん
高岡地協　中田支部　常木 雄介さん

●タテのキー
②旅行中に履く履き物は？
③整髪料にもなる甘～いお菓子は？
④いつも頭をかしげている昆虫は？
⑤何でも言うがままのお寿司は？
⑥ファの上にあるのは？
⑦何かをしようと考えている裁縫道具は？
⑧下に描かれている果物は？
⑨技にも投にもあるのは？
⑩おいし～い花は何の花？
⑫赤穂浪士が我が家に入ってきた理由は？
⑬“私の”という意味の日本伝統の踊りは？
⑭42.195㎞走った後にインタビューで答えるのは？
⑮大衆浴場にある飛行機は？
⑯ラリレロという長い川は？
⑰きとけの間にいる忍者は？
⑱バスやトラックなどを運転する人の血液型は？
㉑丁重にお返しするときにつける縁起物は？

●ヨコのキー
①いつもウインクしている生物は？
④色がブルーの御紋は？
⑥弓なりに曲がった冬の乗り物は？
⑧お寺を貸したお礼にもらう洋菓子は？
⑩絶対に買うことができない果物は？
⑪冬に焼かれる焼き物は？
⑬真面目でよく働く野菜は？
⑭でき上がったときに周りから上がったのは？
⑰ＪとＫの間にいる女性は？
⑱気軽に声を掛けられる親戚は？
⑲封筒に封をするときに使う海草は？
⑳おじいさんと一緒にする球技は？
㉑頭を使う伝統芸能は？
㉒街頭で配られるお寿司は？
㉓『猿蟹合戦』で猿が蟹のおにぎりと交換したお菓子は？

●先回の解答　エベレスト
●当選者　応募総数19通の中から、厳正な抽選の結果、
次の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
茂住　卓治（八　尾）　　小林　裕一（魚　津）
金井　勝則（朝　日）　　森田　久史（砺　波）
横田　慶子（呉　羽）

●応募方法　Ａ～Hの文字を順番に並べてできた言葉
（解答）と住所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の
上、下記までお送りください。FAXでも受け付けます。5名様
（正解者多数の場合は抽選）に1,000円分の図書券を
進呈します。解答と当選者は匠7月号で発表します。

●応募締切日�
2017年6月30日（金）消印有効

●送付先
　・〒939-8251　富山市西荒屋25-4�
　富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

　・FAX：076-428-8277

たまにはなぞなぞで息抜き

高
岡
市
立
戸
出
東
部
小
学
校
4
年

常
木  

楓
夏
さ
ん

解答欄 A B C D E F G H

県連ボウリング大会開催
戸出Aチームが８連覇!!
日　時：平成29年4月2日（日）AM9：30スタート
場　所：富山地鉄ゴールデンボウル
参加者：42チーム（210名）

●チーム賞
優勝　戸出Ａチーム
次勝　富山チーム
３位　魚津Ａチーム
●個人賞
優勝　油本 義弘（魚津Ａ）
次勝　竹田 順成（戸出Ａ）
３位　中島 拓也（大沢野）
４位　近藤 知紀（射水Ｂ）
５位　松木 信行（富　山）

成　績

第24回

大
相
撲
、新
時
代
へ

私
の
お
父
さ
ん
は
、
大
工
さ
ん

で
す
。
自
ま
ん
の
お
父
さ
ん
で

す
。
家
や
大
き
な
建
物
を
造
っ
て

い
る
か
ら
で
す
。
こ
の
間
は
大
き

な
ブ
ラ
ン
コ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
妹
と
二
人
で
乗
っ
て
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん
は
、
休
み
の
日
が
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
休
み

の
日
に
は
遊
ん
で
く
れ
た
り
、
一

緒
に
出
か
け
た
り
し
て
く
れ
ま

す
。
つ
か
れ
て
い
る
は
ず
な
の

に
、
一
緒
に
い
て
く
れ
て
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。　
　
　
　
　
　

お
父
さ
ん
は
、
料
理
が
あ
ま
り

上
手
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け

ど
、
お
母
さ
ん
が
風
邪
を
ひ
い
て

い
た
と
き
に
、
お
父
さ
ん
が
ご
飯

を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
と
て
も

美
味
し
か
っ
た
で
す
。　
　
　
　

毎
日
休
ま
ず
仕
事
に
行
っ
て
い

る
お
父
さ
ん
を
見
て
、「
私
も
お

父
さ
ん
み
た
い
に
強
く
な
り
た
い

な
。」
と
思
っ
て
い
ま
す
。　
　

   
お
父
さ
ん
、
仕
事
を
が
ん
ば
っ

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
か

ら
も
が
ん
ば
っ
て
ね
！　
　
　
　

飛
騨
野
や
序
ノ
口
の
常
川
も
4
勝
3

敗
で
勝
ち
越
し
を
決
め
、
番
付
が
上

が
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。

春
場
所
前
の
新
弟
子
検
査
に
も
注

目
力
士
達
が
い
る
。
モ
ン
ゴ
ル
出
身

の
学
生
横
綱
・
ト
ゥ
ル
ボ
ル
ド
が
幕

下
15
枚
目
格
付
け
出
し
資
格
を
得
て

お
り
、
東
洋
大
の
大
波
は
全
国
学
生

選
手
権
で
準
優
勝
、
村
田
も
同
3
位

の
成
績
を
収
め
、
三
段
目
最
下
位
格

付
け
出
し
の
資
格
を
得
て
い
る
。
ぜ

ひ
朝
乃
山
の
よ
う
に
稽
古
に
励
み
精

進
を
重
ね
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

こ
の
記
事
が
誌
面
に
載
る
頃
に
は
す

で
に
春
場
所
は
終
了
し
て
い
る
が
、

き
っ
と
感
動
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

た
こ
と
だ
ろ
う
。

次
の
リ
レ
ー
随
筆
は
、
と
や
ま
古

民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク
で
一
緒
に
活

動
し
て
い
る
高
岡
地
協
戸
出
支
部
の

河
合
日
出
男
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
す
。

県
連
事
務
局
長
の
宮
城
隆
一
が
、
昨
年
12
月
末
に
退
職
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
１
月
１
日
付
け
で
本
居
文
夫

が
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
長
き
に
渡
り
勤
務
し
組
合
員
の
皆
さ
ま
か
ら
親
し
ま
れ
た
松
田
美
和
子
が
、
２
月
末
で
退
職
い
た
し
ま
し
た
の
で
、�

そ
の
補
充
と
し
て
草
野
由
紀
を
採
用
い
た
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
いい
た
し
ま
す
。

６位　杉田 　朗（戸出Ｂ）
７位　島　 幸吉（戸出Ａ）
８位　宮崎 賢治（建設国保）
９位　袋　 敏夫（富　山）
10位　加藤 勝久（役員A）
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